ONLINE募集概要
学生のオンライン形式による
国際交流協定校の授業受講、海外学会参加、海外研修参加に係る支援

令和４年度海外留学支援事業（はばたけ！筑大生）追加募集にあたり、今般の新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大の影響により学生の海外渡航（留学、派遣）ができない場合において、海外大学等の国際交流協定校の授業をオンライン形式により留学と同等の授業科目の受講、海外学会や海外研修に参加している場合は、受講などが終了した後に経費補助金を支給します。（オンライン形式による授業受講、学会参加、研修参加は海外渡航を行わないため、旅費である支援金の支給は行いません。）

オンライン形式による経費補助金の応募は、海外渡航を行うことを想定した（はばたけ！筑大生）の申請期間に申請してください。追加申請などは受付けません。各支援プログラムの海外渡航形式と同様の審査を受けることとなります。

	
	交換留学　　　　　　　　　　　（ＣｉＣ（交換留学形式を含む）
	海外学会
	海外研修　　　　　　　　　　　　　（ＣｉＣ短期研修を含む）
	備考

	対象学生
	令和５年１月１日現在、本学の学群又は大学院の正規課程に在籍する者（対象期間に休学していた（いる）者、ＤＤＰ、ＪＤＰを実施する海外大学との協定により本学学生となった者は除く）
	

	対象期間　　　　　　　　　令和４年７月１日～
令和５年３月３１日
	留学期間が前後にあっても対象期間に受講していること
	年度をまたいだ期間の参加は不可で、対象期間内で始期終期があること

	

	対象条件
	留学先大学、学会、研修母体に正規登録をすること（許可書）
オンライン形式による受講、又は参加すること（受講、参加がわかるもの）
筑波大学の単位取得に繋がる手続きを行うこと（科目履修登録など）
登録料、受講料などを支払っていること（必要経費明細、領収書）
	

	１登録（申請する単位（項目）など）
	１つの海外大学ごと（登録した授業科目数ではない）
	１つの国際学会などに参加（研究発表を行うことが必要）
	本学主催・共催の企画ごと（個人応募の研修は対象外）
	[bookmark: _GoBack]

	支援経費
	１登録あたり一律３万円（登録料、受講料などの経費が３万円を超えたもの）
（経費が３万円に満たない場合、都合により受講（参加）しなかった場合は支給しない）
	

	必要書類（※）
オンライン受講関係
必要経費が記載された書類
領収書（経費支払いがわかる書類）
振込依頼書
	オンライン留学許可書
	登録許可書
	参加者名簿（海外研修は担当教員が取りまとめて提出）
	

	
	申請（登録）などの経費記載の書類
	参加（登録）料などの経費記載の書類（パンフレット：HPの写し可
	参加料などの経費記載の書類（パンフレット、募集ポスターなど）
	

	
	領収書又は支払ったことがわかる書類の提出は必須です
	

	
	振込依頼書の提出を忘れないこと
	




【共通】
本件は支援する経費補助金など一部を除き、筑波大学海外留学支援事業（はばたけ！筑大生）の各支援プログラムの募集内容に準じた扱いとします。
オンライン形式による留学が渡航留学と同等の授業科目の受講又は研究指導、海外学会参加、海外研修参加が終了した後、２週間以内に前葉に記載の必要書類（領収書、振込依頼書）を学生部学生交流課あてに支援室等を経て提出してください。書類の提出がない場合は理由を問わず経費補助金を支給しません。「CiC短期研修」及び「海外研修」にあっては、担当教員はオンライン研修が終了した学生名簿を提出してください。終了した学生は、前葉に記載の必要書類（領収書、振込依頼書）を２週間以内に担当事務室に提出してください
「交換留学」（ＣｉＣ（交換留学型）を含む）において、オンライン形式による受講又は研究指導中に感染症リスクの制限緩和が図られ渡航が可能となった際には、渡航期間に合わせて支援金（月毎の滞在費）を支給します。オンライン形式による受講等の経費補助金は支給しません。なお、留学形式変更については、所属の教育組織の長から学長あてに変更したい理由、留学期間、留学内容などを記した変更願（様式任意）に留学先からの受入れ許可書の写しを添えて速やかに学生部学生交流課あてに提出して承諾を得てください。
既に他の経費で支弁済みの場合は申請しないでください。
留学先大学等においてオンライン形式による授業などが行われておらず、海外渡航時期（留学の１か月前）に至っても「レベル１」以下に緩和されないなどの場合は、採択案件を取消すものとします。


【交換留学】
留学先大学等においてオンライン形式による授業科目の受講又は研究指導が行われており、支援学生がオンライン形式による授業科目の受講又は研究指導を受ける場合は、当該年度中に「レベル１」以下に緩和されないなどの感染症リスクの軽減緩和が図られず、全留学期間にオンライン形式による授業受講又は研究指導を行った際には、経費補助金を支給します。
オンライン形式による受講中又は研究指導を受けている期間中に感染症リスクの軽減緩和が図られ海外渡航が可能となった際には、渡航期間に合わせた支援金（月毎の滞在費）を支給します。経費補助金は支給しません。なお、オンライン形式の授業受講又は研究指導が終了した後に、渡航形式の授業受講又は研究指導が可能となった際の支援金支給などの対応は行いません。

【ＣｉＣ】
キャンパス イン キャンパス（ＣｉＣ）パートナー大学においてオンライン形式による授業科目の受講又は研究指導が行われており、支援学生がオンライン形式による授業科目の受講又は研究指導を受ける場合は、当該年度中に「レベル１」以下に緩和されないなどの感染症リスクの軽減緩和が図られず、留学期間にオンライン形式による授業受講又は研究指導を行った際には、経費補助金を支給します。
オンライン形式による受講中又は研究指導中に感染症リスクの軽減緩和が図られ渡航が可能となった際には、渡航期間に合わせた支援金（月毎の滞在費）を支給します。経費補助金は支給しません。なお、オンライン形式の授業受講又は研究指導が終了した後に、渡航形式の授業受講又は研究指導が可能となった際の支援金支給などの対応は行いません。
本支援プログラム「ＣｉＣ（短期研修）」をオンライン形式で全期間受けた場合は、経費補助金を支給します。担当教員はオンライン研修が終了した学生名簿を提出し、終了した学生は必要書類を担当事務室に提出してください

【海外学会】
オンライン形式により海外学会への参加及び研究発表を行った場合は、終了後に経費補助金を支給します。

【海外研修】
オンライン形式により海外研修を全期間受けた場合は経費補助金を支給します。担当教員はオンライン研修が終了した学生名簿を提出し、終了した学生は必要書類を担当事務室に提出してください
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